
―77 ―

人文科学研究　No.15, pp.77ｰ88 March 2019

サモアにおける「ジェンダーと開発」

：その歴史的変遷と特徴

倉　光　ミナ子

Ⅰ　はじめに

現代の「開発」をめぐる問題は、18～19世紀における帝国主義的な植民地支配の遺産を受け継ぐ形で、

第二次世界大戦以降、米ソの冷戦構造を背景にして出現してきた。現在に至るまで、「開発」に関する政

策や言説は、国連諸機関やそこに多額の資金を投入する国際金融機関、そして先進諸国を中心とする国際

会議やアカデミックな場で交渉され、構築され続けている。そして、実際に援助を受ける側の発展途上諸

国の政府は、反論を述べる余地はあるにせよ、これらのグローバルに共有された政策や言説から影響を受

けざるをえない。

1999年から筆者がフィールドとしてきた南太平洋のサモア独立国（以下、サモアと略す）は、憲法の前

文に「キリスト教の原理とサモアの慣習と伝統に基づく」独立国家であるべきと明記されている、独自の

慣習・伝統を重んじる国である。その慣習・伝統に基づけば、サモア女性の社会的な地位は高く、その慣

習・伝統にしたがって生活しているサモア女性の経験は他の途上国の女性たちのものとは異なっていると

主張されてきた（Fairbairn-Dunlop 1994）。それでは、なぜ、サモアにおいて女性やジェンダーに焦点

をあてた開発政策が展開されてきたのか。そして、それらの政策は何を目指してきたのか。

本稿では、このような点に着目して、サモアにおける「ジェンダーと開発」の歴史的変遷をまとめ、そ

の特徴を考察することを目的とする。

Ⅱ　サモアにおける「ジェンダーと開発」のはじまり

１．女性コミッティの設立と発展

　サモアにおける「ジェンダーと開発」の歴史を概観すると、その始まりはニュージーランド統治時代の

女性コミッティ（Women’s Committees、以下、コミッティと略す）の設立にまでさかのぼることがで

きる。図１に示したように、もともとサモアの村では概して年齢とジェンダーに基づいた地位グループに

分かれ、様々な集団的活動が営まれてきた。その中心となるのは首長（マタイ）のグループであり、現在

でもほとんどの村ではマタイたちの合議体によって自治がなされている。マタイのグループと対になって

いるのが「アウアルマ」と呼ばれる女性たちのグループで、マタイたちの「姉妹」の立場に相当する。こ

のグループの成員資格は村出身の娘たち、すなわち、村で生まれたか、養女としてその村に属する一族の

メンバーになった女性に限定される。この成員資格は年齢や配偶関係に関わらず生涯維持されるため、ア

ウアルマには村で暮らす未婚女性はもちろんのこと、夫の村から戻り、夫とは別居している既婚女性、夫
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と離婚して戻ってきた女性、夫と死別した女性も含まれる。その一方で、村の成員たちに嫁いできた女性

たちは「ファレツア・タウシ」というグループに含まれるが、村の中では「外部者」として扱われるので、

村の地位グループの中では最下位に置かれている（Fairbairn-Dunlop 1991: 72-76）。

　この村の女性グループとしてアウアルマしか存在していなかったところに、新たに導入されたのがコ

ミッティである。コミッティは、当時のニュージーランド植民地政府の保健省によって農村部の保健衛

生問題を改善するために有効な手段として認められ、1921～1926年の農村保健プログラムへ組み込まれ

ていった。1930年代初頭になると、反植民地政府運動の影響で、このプログラムは一時中断されたが、

1934年に、サモア男性医師により再び全国の村々にコミッティが組織化されていったのである（Schoeffel 

1979: 13-14）。

初期のコミッティは、西洋的なコミッティの組織モデルをそのまま導入し、定例会議や成文化された規

則を有したものであった。ニュージーランドの保健省はコミッティ役員たちに簡単な応急処置法や母子保

健の基礎知識を与え、村における活動の実践者にしようとした。そのため、当時の村において、比較的よ

く教育を受けていた牧師の妻たちがコミッティの会長に選ばれ、その他の役員も政府役人の妻たちによっ

て担われた。こうして、初期のコミッティは植民地政府の直接的な監督下に置かれ、地方行政レベルにお

いて、完全に自立した組織として、村の合議体と同等の立場に位置づけられていた（Thomas 1986: 5）。

初期のコミッティの機能や活動内容にも、西洋的思想・方法がそのまま取り入れられた。設立当時のコ

ミッティの活動目的は、母子保健の普及と住環境の衛生状態の改善であった。村のすべての女性と子ども

は、月に１度実施される医師と看護婦の訪問クリニックへの出席が強く義務づけられ、日常生活において

はニュージーランドの保健省によって決定された保健規則の遵守を監視することが強く義務づけられた。

コミッティによって進められた生活改善には、サモアのそれまでの実践やタブーに反していたものもあれ

ば、熱帯地方の農村部の生活に適していない指示もあった（Thomas 1986: 5-6）。その一方で、村の権力

図１：村における地位グループとジェンダー関係

 ＊Fairbairn-Dunlop(1991: 72)を基に筆者作成。

注）：図中の楕円は村の地位グループを示す。点線の楕円は女性の地位グループを示す。
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構造の外に位置づけられていたコミッティは、ニュージーランド政府が期待したような、村の女性たちの

「行動を変化させるエージェント」（Fairbairn-Dunlop 1991: 231）として大きな影響を与えていった。コ

ミッティの活動に参加することによって、女性たちは自分たちの社会・政治・経済的な影響を拡大する機

会を得て、自分たちが望む方向に物事を変化させていく自立性を養っていった。このようなコミッティに

よる活動は、乳幼児死亡率と出産時による母親の死亡率を著しく減少させ、予防医療の可能性を示した最

も優れた事例として称えられたという（Thomas 1986: 9）。

強い自立性を有した初期のコミッティは、ニュージーランドの統治下で、母子保健の普及や各家庭にお

ける衛生状況の改善だけでとどまらず、その活動や機能を徐々に広げるようになった。村によっては、女

性たちが自主的に資金創出活動を実施し、コミッティが活動するための集会所や地域診療所などを建設す

るところも出てきた。しかし、このような女性たちの自主的な活動の展開は、村の権力構造を著しく脅か

すようになったため、コミッティは徐々に村の権力構造の一部に取り込まれるようになった。まず、コミッ

ティの会長や役員たちは、1940年代の後半までに、牧師の妻たちから村において選ばれた高位のマタイの妻

たちへと取って代わられた。その結果、コミッティの会合では、村の合議体のように女性たちの座る場所

はその生まれと夫のマタイ称号の階層によって決められた。さらに、コミッティの会合や活動は公的な場

において求められる慣習的な行儀作法を重視する儀礼化されたものになった。トーマスによると、女性た

ちはコミッティの活動に自分の階層にあわせた貢献をすることが求められ、会合の場で個人の活動成果や

コミッティへの貢献が公表された。こうして、女性たちにとって、コミッティへの貢献が家族の名声を高

める手段になり、それが達成されない場合は公に辱められることを意味したのである（Thomas 1986: 10）。

コミッティとその活動が村の権力構造に組み込まれ、儀礼化していくにつれて、コミッティの機能も変

化した。1920年代に実施してきた応急処置に関するトレーニングはあまりに専門的すぎて村の女性たち

に適切ではないという理由からなくなった。その代わりに、月１回の訪問クリニックにおいて、子どもの

身体測定や栄養的なアドバイスを行なうことや村の衛生状況を管理することが活動の中心になっていった

（Thomas 1986: 10-11）。

1970年代になると、コミッティは、独立による国家建設への期待と国家開発への海外援助の影響から、

さらに多機能的な活動を展開するようになる（Fairbairn-Dunlop 1991: 243）。特に「目標を定めた生産

活動（target production activities）」では、女性たちは家禽、家畜、野菜、ハンディクラフト、海産

物、果物、コプラなどを集合して生産し、それらを販売することで、目標資金を集めていった（Schoeffel 

1977: 17）。集められた資金は、主に村における公共の洗濯場、井戸や水道の敷設、電気設備の敷設とそ

の管理・維持に利用された（Schoeffel 1977: 10）。

２．ナショナルレベルの組織化へ

サモアの各村におけるコミッティの発展は1962年の独立前までにナショナルレベルでの女性の組織化

へつながっていった。独立前の1950年代後半に形成された「中央コミッティ（a Central Committee）」

はサモアの指導的立場にある高位マタイの妻たちやニュージーランドの高等弁務官の妻などによるナショ

ナルレベルでの女性組織を設立する構想に端を発しており、各村のコミッティ役員たちとの対話に基づい

ていた。そして、独立を達成した1962年には、全国規模の初の女性の非政府組織である「the National 

Council of Women」（以下、NCWと略す）が設立された（Fairbairn-Dunlop 1991: 10）。

NCWの設立目的は大きく３つに分かれていた（Fairbairn-Dunlop 1991: 10）。第１の目的は、コミッ

ティが担ってきた公衆衛生の活動を促進することであった。第２の目的は、収入源として、ハンディクラ
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フトを生産・販売する活動を促進することであった。NCWは、村のコミッティを対象に、家政技術のプ

ログラムやハンディクラフト生産のプログラムを提供し（Schoeffel 1977: 18）、多くのスモールビジネス

ベンチャーを展開した（Schoeffel 1982: 58）。第３の目的は、NCWのメンバーと政府あるいは他の適切

な当局との間に意見交換の公的な経路をつくることであった。

このように、ニュージーランド統治時代に各村に設置されたコミッティは、徐々に土着化していきつつ

も、ナショナルレベルにおける女性組織の設立やNGOおよび海外援助と結びついて、コミュニティレベ

ルの生活改善に大きな役割を果たした。しかし、サモア政府はNCWの存在を認識していたが、国家開発

の意思決定過程に女性たちが参加できるような経路を開くこともなければ、NCWの活動に資金を提供す

ることもなかったという（Fairbairn-Dunlop 1991: 10）。

Ⅲ　国家開発における女性／ジェンダーと開発の変遷

１．国家開発計画における「女性」の出現

サモア政府による国家開発計画において「女性」という項目が初めて単独で出現するのは1980年の『第

４次５ヵ年開発計画』である。この開発計画には「開発戦略の主たる側面」の１つとして、「開発におけ

る女性（women in development）」という章が含まれている。この章では、サモア女性に関する概観と

現状、経済開発における女性の役割や女性を計画過程に含める方策が述べられている。サモア政府は国家

の開発過程において女性が果たしてきた役割に対する過小評価を反省し、その意志決定過程において活発

な女性の「参加」がより必要であると述べている（Government of Western Samoa 1980: 82-83）。

国家開発過程への女性の「参加」を促進するために、『第４次５ヵ年開発計画』では次の３点が特に強

調された。第１点は、開発計画の基礎となる、サモア女性の生産活動に関する正確な統計データを作成す

ることである。第２点は、女性たちの意見を国家の開発計画へ反映するための経路を確立することである。

これは1979年に「Women’s Advisory Committee」（以下、WACと略す）を設立させることによって実

行された。WACは、①農業や他の生産活動における女性の状況を改良すること、②経済領域と意思決定

過程への女性の参加を促進すること、③女性組織と相談しながら、女性問題に関わる有益な情報を政府へ

伝えること、④ハンディクラフト産業を促進し、ハンディクラフトのための市場を開拓することを主な活

動目的とした（Government of Western Samoa 1980: 80）。第３点は、女性が経済活動の領域で果たして

いる役割を認識し、それに関連する開発プロジェクトへの女性の参加を増やすことであった。例えば、従

来の農業開発プロジェクトでは、農業が「男性の仕事」と認識されていたためにプロジェクトの情報は各

村のマタイの合議体を通して伝達されたため、女性やコミッティが農業開発プロジェクトに参加すること

はできなかった。『第４次５ヵ年開発計画』では、こういった認識不足が特に農業分野において女性にとっ

て不利な状況をもたらしたと反省し、経済活動における女性の生産性を向上するための、機会の創出、必

要なトレーニングや技術的な投資の必要性が提唱された（Government of Western Samoa 1980: 82-83）。

次に、国家開発計画において、「女性」に関する政策が具体的に示されたのは、1989年に公表された『第

６次開発計画』である。この開発計画では、「社会開発」に関する章が作成され、「開発における女性」は

そこの目標分野の1つに含まれた。そこにおいて、サモア政府は女性を「開発の平等なパートナー」と位

置づけ、引き続き経済活動における女性の「参加」を促進し、国家開発過程に女性を統合する政策を取る

べきであると主張した。特に国家経済に女性が貢献するために、女性の雇用機会を創出すること、および
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女性の幸福（welfare）を達成するための情報を提供する組織やコミュニケーション経路の必要性が指摘

された(Government of Western Samoa 1987: 189-190)。

２．女性省の設立とその活動

1990年代に入ると、サモア政府の国家開発計画は、サモア経済の著しい後退を背景に、民間部門の発

展を目標とした経済政策重視の戦略型へ変更していく。その結果、政府の発表する『開発／経済戦略』中

に「女性」に関する項目が掲げられることはなくなった。しかし、1992年に、女性が直面する課題を取り

扱うナショナルマシーナリーとして、女性省（Ministry of Women Affairs、以下、MOWAと略す）が

設立された。この省の前身はもともと総理府に含まれていた女性局であり、それが1990年の「女性省法

（MOWA Act）」の成立を機に独立したものである。1999年３月の筆者の訪問時に、省設立以来、最高執

行官を務めてきたS氏はMOWAが設立された経緯について次のように語った。

政府自体に、国家開発を進めていく際、その過程に女性を含めようという考えがありました。女性が

直面している問題に対して、政府の意識は高かったのです。また、女性〔の問題〕を取り扱うNGO

の数も増加していて、政府はNGOとともに働くほうがよいと考えました。こうして、彼らは女性省

を設立すべきだと〔考えたのです〕。

設立当時のMOWAの主たる課題は、それまでコミッティを通して、サモア女性たちが担ってきた仕事、

村における公衆衛生や菜園作りを奨励・促進・調整していくことであった。また、所得創出プログラムへ

のコミュニティ参加の増加、女性に対するトレーニングの増加、他の国家機関との連携、コミュニティ

における女性との対話の増加、そして、職員のトレーニングなどが優先課題として掲げられた（MOWA 

1992: 3-4）。これらの課題を達成するために、MOWAは特に次の３点に取り組んだ。１つめはサモアに

おいて女性が果たしてきた役割を評価し、今後の開発計画の策定に使用する基礎的データを収集するこ

とであった。これはカナダ政府の協力の下で実施され、その結果は1993年に『A Statistical Profile on 

Women and Men in Western Samoa』として発表された。２つめは、コミュニティレベルにおいて女

性たちに新たな技術を提供し、女性たちによる世帯の所得向上を図る道を確立することであった。具体的

には、1992年から持続的な所得創出を目指した菜園作りの促進、サモアの「伝統」であるハンディクラ

フトを作るためのパンダナスの植林や裁縫・料理などの家政技術トレーニング等のプログラムが実施され

た。３つめは、サモア女性全体の意識の向上を目指すことであった。「女性省法」の制定に伴い、1991年

からサモアの「母の日」は公的な休日となった（MOWA 1992: 22-23）。

３．2000年代にみられる変化

2000年代に入ると、サモアの「ジェンダーと開発」はとくに国家政策のレベルにおいて大きく２つの

変化を迎えることになる。１つは、2003年２月、省庁の構造改革により、MOWAはなくなり、代わり

に内政省（Ministry of Internal Affairs）、 若者・スポーツ・文化省（Ministry of Youth Sports and 

Culture）の下にあった青年局（Division for Youth）、総理省（Ministry of the Prime Minister）の下

にあった印刷局（Division for Printing）と合併した、女性・コミュニティ・社会開発省（Ministry of 

Women, Community and Social Development、以下、MWCSDと略す）の誕生である。MOWAから

MWCSDへと拡張したことにより、省全体のターゲットは女性の開発問題から、家族とコミュニティの
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持続的な発展のための課題へ移り、女性に関わる具体的な政策、調査、開発プログラムの実施は省の一部

である女性局（Division for Women）によって担われるようになった。

もう１つの大きな変化は、女性のための国家政策の出現である。国家政策をつくりあげるための作業

は1999年、MWCSDの前身、MOWA時代に始まったが、最終的に最初の政策『サモアの女性のための国

家政策（National Policy for Women of Samoa）2007-2017』が発表されたのは2006年のことと推測さ

れる（MWCSD 2006: 5）。その後、2009年に『サモアの女性のための国家政策 2010-2015』が、2016年に

『ジェンダー平等に対するサモア国家政策（Samoa National Policy for Gender equality）2016-2020』

が発表されている。

『サモアの女性のための国家政策 2007-2017』（以下、『女性政策 2007-2017』と略す）をみると、1990年

代までのMOWAの報告書には見当たらない新たな特徴が少なくとも３つ見受けられる。１つめは政策が

グローバルな「ジェンダーと開発」の潮流をうけてつくられている点である。例えば、『女性政策 2007-

2017』は、1995年の北京女性会議の結果である北京行動綱領（Beijing Platform for Action）と、そのた

めに太平洋地域で策定された太平洋行動綱領（Pacific Platform for Action）の枠組みに沿うように策定

されている（MWCSD 2006: 6）。２つめは政策のターゲットに女性だけでなく、女児（the girl child）も

含まれるようになったことである（MWCSD 2006: 6）。サモア政府は1992年に女子差別撤廃条約を批准し

たが、その条約の普及に力を入れ始めたのは2000年代に入ってからのことである（倉光 2013）。そして、

そのような動きは2000年から発表されてきた『女性のための国家政策』の中でつねにはっきりと明記され

ている。３つめは政策の優先課題が多岐にわたるようになると同時に、今までは課題として認識されてこ

なかった分野が強調されるようになったことである。MOWA時代は、それまでのコミッティの活動を引

き継ぎ、コミュニティ開発のさらなる継続と発展、それから女性の所得創出活動に焦点があたっていたが、

表１に示したように、『女性政策 2007-2017』では16の領域についての政策課題が述べられている。そこに

は新たに女性特有の疾病への対応を含んだ女性の健康問題、10代の妊娠を防ぐような適切な性教育の必要

性、家庭内暴力、政治分野への女性参加率の低さといったような問題が指摘されている（MWCSD 2006）。

さらに、2016年12月に発表された『ジェンダー平等に対するサモア国家政策 2016-2020』（以下、『ジェ

ンダー平等政策 2016-2020』と略す）では、よりグローバルな開発政策や言説の影響が散見される。ここ

では、基本的人権やジェンダー平等が持続的な社会・経済開発の達成には重要とされ、政策のターゲッ

トには女性と女児だけでなく、男性と男児も含めたジェンダー関係の変容を求めるものになっている

（MWCSD 2016: 3）。『女性政策 2007-2017』と比べると、『ジェンダー平等政策 2016-2020』では優先さ

れる政策課題は７つに絞られている（表１参照）。１つめの「安全な家族とコミュニティ」では家庭内に

おける女性と子どもに対する暴力の問題が挙げられ、その軽減とサポートシステムの確立が目指されてい

る。２つめの「健康な女性と女児」では、肥満等の日常生活に基づく疾病の減少を目指した健康的なライ

フスタイルの促進と、10代の妊娠を減らすための包括的な性教育プログラムの開発の必要性が述べられて

いる。３つめには女性と若年層に対する雇用機会の促進、４つめには国政、村、教会における女性代表者

の増加、５つめにはジェンダーセンシティブな教育カリキュラムの促進が挙げられている。そして、最終

的にはあらゆる省庁機関におけるジェンダー主流化が目指されている（MWCSD 2016）。
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Ⅳ　サモアにおける「ジェンダーと開発」の特徴

　以上、ニュージーランド統治時代から現代までつづくサモアの「ジェンダーと開発」をめぐる歴史的変

遷をみてきた。そこから、サモアにおける「ジェンダーと開発」の特徴は次の２点であると指摘できるだ

ろう。

第１点は、サモアの「ジェンダーと開発」に関わる政策やプログラムは、多かれ少なかれ、ニュージー

ランド統治時代から現代に至るまで、グローバルな潮流を反映しているということである。表２に示した

ように、まず、1930～1970年代の期間についてみると、グローバルな潮流ではもっぱら「福祉アプロー

チ」１）によって、女性たちに良き妻・母として経済発展を支えることとその延長上に置かれた母子保健や

表１：2000年代における「ジェンダーと開発」に関する国家政策の比較

　
『サモアの女性のための国家政策

2007-2017』
『ジェンダー平等のためのサモア国家政策

2016-2020』

目標

To ensure that all women of Samoa 
have access to and utilization of all 
opportunities for an improved quality 
of life.

All women and girls have equal access 
to opportunities that gurantee their full 
pariticipation in, and benefit from, the 
sustainable development of Samoa. 

課題

①農村女性
① 女性と子どもに対する暴力を終わらせることを

含む、安全な家族とコミュニティ

②女性と教育 ②健康な女性と女児

③女性と健康 ③女性に対する平等な経済機会

④特別な配慮や障害をもつ女性
④ 公的なリーダーシップと意思決定における女性

の参加の増加

⑤経済分野における女性
⑤ 教育へのアクセスの増加とジェンダーセンシ

ティブな教育カリキュラム

⑥女性と環境
⑥ コミュニティレジリエンスと災害への備えに対

するジェンダー平等アプローチの強化

⑦女性と法律
⑦ ジェンダー平等の促進に対する制度的なメカニ

ズムの強化

⑧女性の搾取

⑨女児（the girl child)

⑩女性と宗教

⑪ スポーツにおける女性と女性とスポー

ツ

⑫女性と政治

⑬ 他のリーダーシップポジションにおけ

る女性

⑭女性とＩＣＴ

⑮ジェンダーと開発

⑯女性のための国家的な中心役割 　

 ＊MWSCD（2006, 2016）を基に筆者作成。
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衛生といった福祉分野での責任を負うことが求められた時期であった。同時期、サモアにおいてもニュー

ジーランドの統治下で、コミュニティレベルにおける、西洋的な女性組織やそのイデオロギーが強く反映

されたコミッティが組織された。そして、コミッティ活動を支援した保健省は、村の女性たちにもっぱら

母子保健、家族の福利、そして村の衛生改善といった再生産領域に関する役割への貢献を求めたのである。

次に、1970～1980年代の期間についてみると、グローバルな潮流では経済成長重視の開発政策が見直

されると同時に、女性たちの社会的地位と生活水準の向上が訴えられていった時期であった。この状況

は、「開発過程へ女性を統合しよう」という「開発における女性（Women in Development:WID）」の提

言に呈示され、女性の権利を保障する法的整備が進められる一方で、女性の経済領域への参加が推奨され

た。こうした動きは同時期のサモアの国家政策の中にも明確に読みとることができる。サモアでは、1970

年代後半に、総理府に女性問題を取り扱う部署として女性局が設置されていた。1980年代になると、例え

ば『第４次５ヵ年開発計画』にみられるように、「国家開発過程への女性の統合」というWIDの提言がそ

のまま明示されるようになった。また、WIDによる政策アプローチが目標としている、女性の意見を開

発過程へ反映させるための組織の設立や経済領域における女性の参加の促進を目指したプログラムが開始

されている。

1990年代になると、このようなWIDの影響は女性局の後身であるMOWAの設立をもって、完全にサ

モアの国家政策の一部へ吸収されていく。それを示すかのように、1992年にはサモアはMOWAの設立と

同時に、女性差別撤廃条約を批准している。また、MOWA設立当時の主たる政策課題はWIDの特徴であ

る女性の経済活動の促進とそれを実現するためのジェンダーに留意した統計資料の作成であった。

そして、2000年代以降策定されていく『女性のための国家政策』等には、1995年の北京で開催された

第４回世界女性会議に向けて、初めて太平洋地域の女性が置かれた状況にあわせた行動綱領（the Pacif-

ic Platform for Action）がつくられたこと（Fairbairn-Dunlop 2000: 63-67）も含め、より直接的に強

くグローバルの潮流が反映されるようになっていく。例えば、2000年代に策定された『女性政策 2007-

2017』と『ジェンダー平等政策 2016-2020』 は、前者がニュージーランド政府開発援助と国連開発女性基

金（UNIFEM）、後者がオーストラリア政府開発援助の支援を受けてつくられている。そして、これらの

国家政策において主たる政策課題として重視されているのは、女性や子どもに対する家庭内暴力の軽減、

リプロダクティブヘルス概念の普及、そして、国政を含めたあらゆる領域における女性代表者の増加と

いった、1990年代のカイロ人口・開発国際会議や北京世界女性会議で議論されたテーマである。このよう

な、暴力、リプロダクティブヘルス／ライツ、政治参加といった問題は少なくとも1990年代までのサモア

の国家政策の公式文書ではほとんど触れられていない。

２つめの特徴は、１つめの特徴と矛盾するようではあるが、「ジェンダーと開発」を含めたサモアの開

発政策は、基本的に「ファアサモア」を支持・維持する形で展開していることである。「ファアサモア」

とは概して「サモア／サモア人のやり方（the way of Samoan）」といわれ、サモア独自の階層的な首長

制度を基盤とする独自の慣習・伝統を意味する。そして、歴史的にサモアの「ジェンダーと開発」は「ファ

アサモア」という日常実践の一部として再構築されることにより成功を収めてきたことが指摘されてい

る。例えば、ニュージーランド統治時代に設立されたコミッティは次第に単なる母子保健の出張所から、

集合的な生産活動を基にしたコミュニティ開発の担い手へ変容した。そして、とりわけ1970～80年代にか

けて、コミッティの活動はNCWや海外から援助を得ることで、家禽・家畜・野菜の生産、ハンディクラ

フトやゴザ編み、そして海産物・果物・コプラの生産といった資金創出活動を達成させている。このよう

なコミッティ活動の隆盛と成功は、もっぱらコミッティが西洋的な組織ではなく、村の権力構造に取り込
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まれることにより、「ファアサモア」の日常実践として再構築されたことで可能になったと考えられてい

る。この点について、フェアバーン-ダンロップは、女性たちがコミッティの活動に次々と参加した背景

には、新たな活動への参加によって何かを得ることで、「村の名声」や村における「家族の名声」を高め

ようとする、サモア社会の競争的な側面が働いた可能性があると指摘している（Fairbairn-Dunlop 1991: 

234）。また、シェッフェルは、コミッティ組織がマタイの妻たちを中心とした組織へ変容することは夫

の階層に従ってマタイの妻たちがコミッティの活動を取りしきることを意味したので、マタイの合議体が

コミッティの活動を妨害する可能性が少なくなったという利点があったと述べている（Schoeffel 1977: 

16）。

グローバルな潮流の影響を受けている国家政策やナショナルマシーナリーの職員たちの言動にも「ファ

アサモア」の重要性が強調される。例えば、2000年に策定された『サモアの女性のための国家政策　

2000-2004（草稿）』の導入部には「伝統的な「ファアサモア」はジェンダーに関係なく機会の平等の原則

に完全に一致する」（MOWA 2000: 2）と書かれている。そして、直近の2016年に策定された『ジェンダー

平等政策 2016-2020』には、「ファアサモア特有のアプローチを通して…進歩が起こり、我々の国民に影

響力のある結果をもたらすことができると信じている」（MWCSD 2016: 4）などのサモアのコンテクス

トに適した形でのジェンダー平等の達成がうたわれている。 

さらに、1990年代以降、MOWAやMWCSDの女性局によって行なわれてきた開発プログラムは裁縫、

料理、菜園づくり、ゴザ編みといったいわゆる女性役割に関するものがほとんどである（Kuramitsu 

2008；山本 2018）。このような内容はグローバルな潮流では既存のジェンダー間の権力構造を強化するも

のとして批判されるが、サモアでは職員たちはこういう内容がサモア女性のみならずコミュニティにとっ

ても有用であると理解していた。

〔裁縫を教えることは〕女性たちから頼まれるから〔実施しています〕。お金が入ってきて、〔所得創

出活動は〕より重要になってきます。その一方で、男性は他の仕事、例えば耕作地をきれいにしたり、

漁業とかをしなければなりません。したがって、女性には、男性を助けて、世帯に現金を投げ入れる

必要があります（women help men, and throw cash in to the family）。

 （1999年３月MOWA 最高執行官S氏）

裁縫のようなトレーニングが家族を発展させます（Training like sewing is developing the fami-

ly）。女性は縫い方を知るべきです。（女性は）主婦としてのやり方（how to do as housewives）を

知るべきですし、料理の仕方を知るべきですし、ゴザの編み方を知るべきなのです。別のいい方をす

れば、このような知識と技術を得るためだけではありません。私たちは女性たちにスモールビジネス

をする方法を教えることができます。　　 （2001年12月技術指導員リーダー）

これらの意見から、ナショナルマシーナリーの職員たちは省の開発プログラムに参加した女性たちが家政

技術を身につけて自分の家族を発展させること、つまり、家政技術をもとに、スモールビジネスを起こ

し、現金を得ていくことを期待している点が窺われる。そして、ここにおいて再生産されているのは、「妻」

として、あるいは「母」として、「家族」に貢献することと、「個人」的な発展というより「家族」全体の

利益を優先させるという日常的な「ファアサモア」の実践なのである。
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Ⅴ　おわりにむけて

本稿では、サモアにおける「ジェンダーと開発」の歴史的変遷をまとめ、そこから読み取れるサモアに

おける「ジェンダーと開発」の特徴を考察してきた。ナショナルマシーナリーが次々と発表する2000年代

の女性やジェンダー平等のための国家政策の中には必ず政治分野における女性の参加を増やすことが含ま

れている。これはグローバルな潮流におけるジェンダー平等促進の点からいえば当然のことであろう。し

かし、サモア社会が重視している「ファアサモア」に準ずれば、どのように理解することができるのであ

ろうか。図１に示したように、「ファアサモア」のジェンダー関係はマタイたちとアウアルマに象徴され

る「兄弟―姉妹」の関係が中心に置かれる。概して、姉妹の存在を通して、兄弟の名誉は呈示され、姉妹

の権威によって兄弟の行動は認められるために、兄弟は常に姉妹を大切に扱い、尊敬しなければならない

とされる（Schoeffel 1978: 72）。そのため、サモア社会ではある状況では女性の方が男性より社会的に高

い地位に置かれていると考えられている。現代のサモアではマタイの称号を持つ者だけが国会議員に立候

補できる。したがって、現在、国会の場における女性議員の数は当然のことながら男性議員の数より少な

い。これまでは「伝統」の名の下で、「姉妹」に位置する女性の意見は「兄弟」である男性に重視されるので、

実際には「ファアサモア」の下では女性がマタイになる権利を有していても、女性の場所ではないという

ことで男性に譲る傾向があったといわれている（Fairbairn-Dunlop 1991: 88-91）。2016年に策定された

『ジェンダー平等政策 2016-2020』では村の合議体の69％において女性マタイの参加が報告されているが、

「伝統」の名のもとに女性にマタイの称号の授与を認めていない村が19村あると報告されている（MWCSD 

2016: 16）。

長年、サモア社会を研究してきた山本によると「サモアは未だに伝統文化の中で、高度のジェンダー役

割分担の生きている社会である」（山本2018: 799）という。なぜ、サモアにおいて「ジェンダーと開発」

をめぐる政策や実践が必要なのか。それが単にグローバルな潮流をうけての仕方のない選択なのか。そ

れとも、ローカルな日常実践の場において、『ジェンダー平等政策 2016-2020』で述べられているような、

サモアの男性と女性に同様に利益となるようなジェンダー関係の変容が求められているのか。今後も引き

続き、政策を追うとともに、実際のコミュニティレベルにおける日常実践にどの程度政策が反映されてい

るのかについても調べることが大切である。
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注

１）「ジェンダーと開発」に関するグローバルな潮流の政策アプローチについてはモーザ（1996）および村松（2005）

に詳しいので、そちらを参照されたい。
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